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令和3年度　石桜同窓会総会

　

同
窓
会
と
し
て
は
、
昨
年
の

石
桜
同
窓
会
総
会
が
、
国
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
き

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
せ
ら

れ
、
岩
手
県
で
も
不
要
不
急
の

外
出
を
自
粛
す
る
よ
う
通
達
が

発
せ
ら
れ
総
会
は
中
止
と
な
り

超
法
規
的
措
置
と
し
て
学
年
理

事
、
各
支
部
（
地
域
、
職
域
）、

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
代
表
の
役
員
で

「
書
面
決
議
」
方
法
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

本
年
は
念
願
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
、
８

月
21
日
（
土
）
に
令
和
３
年
度

石
桜
同
窓
会
総
会
を
開
催
す
べ

く
会
場
（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
）
も
予
約
し
、
正
副

会
長
会
議
で
も
懇
親
会
担
当
を

「
０
の
付
く
回
生
」
と
決
め
準

備
の
万
全
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に

感
染
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
社

会
情
勢
で
、
岩
手
県
に
お
い
て

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
「
岩
手
県

緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ

る
な
ど
の
情
勢
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
下
の
中
、
同

窓
会
と
し
て
は
４
月
７
日
に
緊

急
正
副
会
長
会
議
を
開
催
し
総

会
開
催
可
否
に
つ
い
て
協
議

し
、
最
終
的
に
５
月
11
日
、
第

１
回
総
会
対
策
特
別
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
を
招
集
し
昨
年
に
続

き
「
書
面
決
議
」
の
方
法
で
行

う
こ
と
に
結
論
を
出
し
、
７
月

10
日
の
常
任
理
事
会
で
最
終
的

に
総
会
中
止
等
が
了
承
さ
れ
た
。

　

今
年
こ
そ
は
と
準
備
し
、
同

窓
会
の
最
大
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
交
誼
を
厚
く
」
が
果
た
せ

な
い
の
は
返
す
返
す
も
残
念
で

た
ま
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
「
書
面
決
議
」
は
同

窓
会
会
則
上
で
は
超
法
規
的
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
会

則
を
一
部
改
正
し
て
「
書
面
決

議
」
を
合
法
的
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

※
会
則
付
則
に
、
不
測
の
事

態
の
発
生
の
場
合
に
お
け
る
総

会
対
応
の
事
項
を
追
加
し
た
。

　

来
年
の
石
桜
同
窓
会
総
会

（
令
和
４
年
８
月
27
日
予
定
）

は
盛
大
に
開
催
し
、
同
窓
生
の

皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
切
望
し
て
い
ま
す
。

■
東
京
石
桜
同
窓
会
の
つ
ど
い

再
開
へ
来
秋
の
開
催
準
備

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
割
合
が
国
民
の
過

半
数
を
超
え
た
と
は
い
え
、
収

束
に
は
な
お
時
間
を
要
す
る
の

が
実
態
で
す
。
こ
の
た
め
首
都

圏
在
住
の
卒
業
生
で
つ
く
る
東

京
石
桜
同
窓
会
も
毎
年
秋
恒
例

の「
東
京
石
桜
同
窓
の
つ
ど
い
」

の
開
催
を
、
令
和
２
年
度
に
続

き
、
今
年
の
３
年
度
も
見
送
る

苦
渋
の
決
断
を
し
た
し
だ
い
で

す
。

　

役
員
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
自

体
も
開
く
こ
と
が
難
し
く
、
前

関
邦
明
会
長
（
新
23
回
生
）
が

音
頭
を
取
る
形
で
、
メ
ー
ル
で

意
見
交
換
を
し
て
重
要
事
項
の

決
定
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
先
行
き

は
見
通
せ
な
い
と
は
い
え
、
集

い
の
開
催
の
準
備
を
怠
る
わ
け

に
も
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
令

和
４
年
度
の
開
催
に
向
け
、
牧

原
順
一
副
会
長
（
新
27
回
生
）

が
上
野
精
養
軒
の
担
当
者
と
連

絡
を
取
り
、
来
年
10
月
１
日

（
土
）
に
会
場
の
仮
予
約
を
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
新
規
感
染

者
が
減
少
し
、
医
療
状
態
も
改

善
し
て
社
会
的
に
大
勢
で
の
会

合
開
催
が
容
認
さ
れ
る
状
況
に

な
っ
た
場
合
に
限
り
、
つ
ど
い

を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
ん
だ
先
進
国
で
も
再

び
感
染
者
が
増
大
す
る
と
い
う

現
象
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
前
関
会
長
は
「
状
況
を
冷
静

に
見
極
め
、
慎
重
に
開
催
の
可

否
を
判
断
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
年
の
つ
ど
い
の
会

場
で
あ
る
上
野
公
園
内
に
あ
る

精
養
軒
の
周
辺
は
、
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
最
近
は
静
け
さ
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
文
明
開
化

の
一
翼
を
担
っ
た
精
養
軒
に
都

会
の
喧
騒
が
及
ぶ
こ
と
は
な

く
、
昔
の
ま
ま
の
威
厳
を
感
じ

さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
、
あ
る
意
味
皮
肉
な
こ
と
で

あ
り
、
複
雑
な
思
い
に
駆
ら
れ

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
大
変
な

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
撓

不
屈
、
質
実
剛
健
の
石
桜
精
神

で
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
わ
れ

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日

頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
が
続
く
中
、
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
令
和
２
年
度

同
窓
会
入
会
式
、
卒
業
式
、
お

よ
び
令
和
３
年
度
入
学
式
は
、

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
の
上
、

規
模
を
縮
小
し
無
事
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
学
び
舎
を
後
に
す
る
卒
業
生

た
ち
は
、
学
生
生
活
に
お
い
て

多
大
な
犠
牲
と
並
々
な
ら
ぬ
努

力
や
忍
耐
が
求
め
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
卒
業

式
で
の
凛
と
し
た
佇
ま
い
を
見

て
、
入
学
時
か
ら
の
大
き
な
成

長
と
将
来
へ
の
強
い
意
志
の
よ

う
な
力
を
感
じ
、
何
十
年
と
歳

の
離
れ
た
後
輩
た
ち
の
頼
も
し

さ
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の

後
輩
た
ち
が
今
後
も
母
校
を

誇
っ
て
い
け
る
よ
う
、
同
窓
会

会
長
と
し
て
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
学
生
の
節
目
の
舞
台

を
用
意
す
る
た
め
に
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
に
改
め
て
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
活
動
に
関
し
ま
し

て
は
、
正
副
会
長
会
議
、
常
任

委
員
会
に
お
い
て
今
後
の
事
業

を
協
議
し
、
本
年
度
の
石
桜
同

窓
会
総
会
は
中
止
と
し
、
昨
年

同
様
、
学
年
理
事
、
各
支
部
、

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
代
表
で
の
書
面
決

議
で
対
応
す
る
こ
と
に
決
定
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
中
止
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
社
会
情
勢
の
中
、
現
状
を

ご
理
解
頂
き
、
ご
了
承
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

石
桜
同
窓
会
は
令
和
５
年
に

設
立
90
周
年
、
母
校
は
令
和
８

年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
今
後
様
々
な
記
念
事
業

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す

が
、
平
時
と
は
異
な
る
状
況
下

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
先
生
方

や
各
部
門
の
ご
担
当
の
皆
様
に

は
よ
り
難
し
い
中
で
ご
尽
力
頂

く
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
母
校
の
た
め
に
一
致
団
結

し
て
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
又
、
こ

れ
ま
で
同
窓
会
活
動
に
参
加
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
方
々
に
も
、

こ
の
記
念
の
節
目
の
機
会
に
是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
緒
に

活
動
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
下
で
日
々
頑
張
っ
て
い
る

生
徒
た
ち
、
そ
し
て
身
を
粉
に

し
て
生
徒
た
ち
を
支
え
る
先
生

方
を
、
我
々
石
桜
同
窓
会
が
よ

り
一
層
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
同

窓
会
活
動
へ
の
ご
参
加
や
ご
協

力
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
母
校
の
発
展
と
、
コ
ロ

ナ
禍
の
一
日
も
早
い
終
息
、
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

総会看板

会 長 挨 拶
石桜同窓会会長　村 井 紀 之

今年も書面決議今年も書面決議
方式で実施方式で実施

ま
す
。

　

な
お
、
精
養
軒
は
不
忍
池
が

望
め
る
開
放
的
な
窓
を
開
け
放

つ
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
万

全
を
期
し
て
い
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
伝
統
あ
る
精
養
軒
で
同

窓
生
が
安
心
し
て
酒
を
酌
み
交

わ
し
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
ら
れ
る
日
が
必
ず
や
訪
れ
ま

す
の
で
、
し
ば
し
お
待
ち
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

（
文
責 

新
24
回
生 

武
田
範
夫
） 　

第
10
回
「
土
井
晩
翠
先
生
が

作
詞
し
た
校
歌
を
一
緒
に
歌
い

ま
し
ょ
う
の
会
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
３
年
10
月
17
日
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
大
変
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
令
和
４
年
度
に

再
度
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
開

催
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決

定
し
次
第
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま

す
。

　

仙
台
石
桜
同
窓
会
の
副
会
長

で
あ
り
ま
し
た
阿
部
直
之
氏

（
新
22
回
）
が
令
和
３
年
５
月

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

ご
連
絡
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
宮
古
地
区
石
桜
同
窓
会
よ
り

　

石
桜
同
窓
会
の
皆
様
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

当
宮
古
地
区
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
禍
に
翻
弄
さ
れ
令
和

元
年
12
月
に
第
５
回
の
同
窓
会

が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
昨
年
は

中
止
と
な
り
今
年
も
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
同
窓
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
会
員
の
皆
様
も

残
念
だ
と
の
思
い
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
早
く

新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

　

宮
古
地
区
に
は
名
簿
な
ど
に

よ
れ
ば
約
70
名
の
同
窓
生
が
お

住
ま
い
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

事
務
局
と
し
て
も
出
来
る
だ
け

宮
古
地
区
同
窓
会
に
入
会
し
て

■
日
大
石
桜
会
役
員
会
開
催

　

令
和
３
年
９
月
18
日
に
桜
山

神
社
前
「
花
の
屋
」
に
て
日
大

石
桜
会
役
員
会
が
役
員
４
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
19
日
に
役
員
会
を

開
催
し
、
総
会
の
中
止
を
決
め

て
以
来
１
年
ぶ
り
の
再
会
に
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
議
題
は
「
今
年
の
総

会
開
催
に
つ
い
て
」
が
主
な
も

の
で
し
た
が
、
話
し
合
い
の
結

果
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
を
も

う
少
し
見
て
か
ら
決
め
ま
し
ょ

う
と
い
う
結
論
に
達
し
、
仕
切

板
越
し
の
会
議
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、エ
ア
乾
杯
を
し
ま
し
て
、

１
年
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

 （
文
責　

事
務
局
長　

庄
司
裕
）

精養軒

令和元年度集合写真

■
仙
台
石
桜
同
窓
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

令
和
３
年
９
月
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
「
仙
台
石

桜
同
窓
会
総
会
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
、
中
止
さ
せ
て
頂
き
ま

す
こ
と
を
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま

す
。

い
た
だ
く
よ
う
努
力
を
し
て
お

り
ま
す
が
連
絡
が
つ
か
な
い
方

も
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
宮
古
地
区
に
お
住
ま

い
の
方
な
ど
ご
存
じ
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
可
能
な

限
り
ご
本
人
の
ご
了
解
の
う
え

次
の
連
絡
先
ま
で
ご
一
報
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
に
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
（
文
責　

佐
藤
省
次
）

実
行
委
員
長　

後
藤
康
文

（
第
８
回
生　

昭
31
年
卒
）

事
務
局

　

佐
藤
省
次
（
さ
と
う
し
ょ
う

じ
）　

新
20
回
生
（
昭
43
年
卒
）

〒
０
２
７-

０
０
９
６

　

宮
古
市
崎
鍬
ケ
崎
９-

39-

62

携
帯
電
話

０
９
０-

１
０
６
３-

７
０
７
３

メ
ー
ル

　

shosat@
viola.ocn.ne.jp

■
令
和
３
年
度
歯
科
医
師
石
櫻

会
報
告

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
令
和

２
年
度
に
続
き
今
年
度
も
「
歯

科
医
師
石
櫻
会 

総
会
・
講
演

会
・
懇
親
会
」
の
開
催
は
中
止

と
な
り
、
総
会
の
開
催
な
ら
び

に
総
会
に
附
議
す
る
議
案
の
議

決
に
関
し
ま
し
て
は
「
書
面
に

よ
る
議
決
権
行
使
（
書
面
表

決
）」
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
だ
け
で
も
「
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
」
に
し
て
は
ど
う
か

と
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、

歯
科
医
師
石
櫻
会
は
、
実
開
催

だ
か
ら
こ
そ
の
、
石
櫻
フ
ェ

ロ
ー
が
胸
襟
を
開
い
て
フ
ラ
ン

ク
に
何
で
も
和
気
藹
々
と
話
し

合
え
る
所
に
、
得
が
た
い
価
値

が
あ
る
と
考
え
、
予
定
し
て
い

た
講
演
会
の
開
催
も
次
年
度
送

り
と
い
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
は
役
員
改
選

の
年
と
な
り
、
中
野
廣
一
会
員

が
新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

一
日
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を

願
い
、
来
年
６
月
に
は
盛
岡
の

地
で
、
会
員
が
再
会
で
き
ま
す

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
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第 46号 令和３年11月１日　（月曜日） 　（2）石 桜 同 窓 会 報

石 桜 同 窓 会

賛 助 会 費
令和 2年 6月 1日～令和 3年 5月 31 日

（団体名） (金額)
日大石櫻会 20,000
　　　小　　　計 1,675,000
　　　手　数　料 63,081
　　　合　　　計 1,611,919
（2020/6/1～2021/5/31）

１7年目もありがとうございました。１7年目もありがとうございました。
～今回は～今回は 1,611,919 円1,611,919 円となりました～となりました～

賛
助
会
費
フ
ェ
ロ
ー
賞

・
個
人

藤　

根　

俊　

一（
新
29
回
）

加　

藤　
　
　

惠（
新
４
回
）

八
重
樫　

金
十
郎（
旧
11
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

滝　

川　

忠　

夫（
旧
13
回
）

村　

上　

照
五
郎（
新
２
回
）

下
河
原　

善
嗣
郎（
新
５
回
）

足　

澤　
　
　

至（
旧
15
回
）

櫻　

井　
　
　

勇（
中
学
２
回
）

大　

森　

敬
一
郎（
中
学
４
回
）

竹　

花　

國　

夫（
新
８
回
）

東　

野　

久　

松（
新
７
回
）

佐　

藤　

忠　

男（
新
12
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

小　

林　

泰　

宏（
新
９
回
）

小
枝
指　

　
　

博（
新
９
回
）

高　

宮　

昭　

平（
旧
18
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

菅　

野　

恒　

治（
新
10
回
）

高　

橋　

浩　

二（
新
20
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

川　

村　

武　

雄（
旧
９
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

中　

村　
　
　

實（
新
10
回
）

佐
々
木　

利　

之（
新
10
回
）

大　

宮　
　
　

弘（
新
12
回
）

後　

藤　

康　

文（
新
８
回
）

彭　
　
　

振　

貴（
旧
13
回
）

髙　

橋　

龍　

次（
新
23
回
）

藤　

田　

雄　

平（
新
６
回
）

山　

口　

眞　

吉（
旧
11
回
）

石　

井　
　
　

隆（
新
10
回
）

村　

井　

紀　

之（
新
18
回
）

西
在
家　

　
　

寛（
旧
18
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

佐　

藤　

忠　

男（
新
12
回
）

柴　

田　

義　

春（
新
11
回
）

三　

浦　
　
　

学（
新
10
回
）

高　

田　

裕　

功（
新
５
回
）

久　

慈　

俊　

幸（
新
19
回
）

・
団
体

第
５
期
会

日
大
石
櫻
会

石
桜
35
会

新
11
回
生
同
期
会

（個人名） （金額）（回生）
個 人 名 金額 回生
久保澤　　　稔 2,000 旧 10
久保澤　　　稔 10,000 旧 10
髙　橋　　　清 2,000 旧 13
佐 藤 和 照 4,000 旧 16
鷹 觜 達 衛 3,000 旧 16
小笠原　脩　三 2,000 旧 16
藤 舘 秀 行 2,000 旧 16
菱　川　貞三郎 2,000 旧 17 後
本　間　　　典 4,000 1
小　原　啓三郎 2,000 1
佐々木　哲　孝 2,000 1
有 原 隆 司 10,000 1
渡　辺　勇次郎 2,000 2
吉　田　　　昭 10,000 2
志 和 健 吉 10,000 2
佐 藤 克 巳 2,000 2
髙 村 哲 郎 2,000 3
木 村 榮 作 2,000 3
大　山　　　毅 2,000 3
立　花　茂理栄 2,000 4
上 田 勝 彦 2,000 4
高 山 一 元 10,000 4
藤　澤　　　實 2,000 4
瀬 川 雅 三 2,000 5
高 田 裕 功 40,000 5
吉 田 益 人 2,000 5
小泉　仁左衛門 2,000 5
西 島 康 之 2,000 5
佐 藤 義 正 4,000 5
渡　邊　真由美 2,000 5
音　辻　　　亨 2,000 5
佐々木　美　隆 4,000 5
小笠原　敏　雄 2,000 6
城 守 英 彦 2,000 6
宇夫方　康　夫 2,000 6
田 鎖 康 誠 2,000 6
佐 藤 正 樹 2,000 6
滝　本　　　巌 2,000 7
谷 藤 幸 吉 2,000 7
山 本 充 夫 10,000 7
藤　村　　　隆 2,000 7
伊 藤 一 也 10,000 7
駒 井 蓉 一 2,000 7
古 川 知 義 2,000 7
東 野 久 松 20,000 7
伊 藤 健 次 2,000 7
伊　藤　　　廉 2,000 7
立 花 宏 章 2,000 7
根 田 幸 悦 2,000 8
工 藤 邦 夫 2,000 8
吉　田　健一郎 4,000 8
高 橋 得 三 2,000 8
鎌　田　耕一郎 2,000 8
兼　平　甚三郎 2,000 8
平　井　　　衛 2,000 8
多 田 清 吾 10,000 8
工 藤 邦 夫 2,000 8
磯 崎 公 一 2,000 9
菊 地 俊 一 10,000 9
小 林 泰 宏 10,000 9
中 里 松 寿 2,000 9
府 金 利 廣 10,000 9
髙　橋　　　明 2,000 9
佐々木　英　雄 20,000 9
赤 澤 征 夫 2,000 9
重 茂 佳 伸 2,000 10
本 間 正 彦 2,000 10
松 岡 直 彦 2,000 10
中 村 光 紀 2,000 10
平　井　興太郎 10,000 10
柴 田 義 春 2,000 11
菅 原 國 嘉 2,000 11
小 原 幸 司 4,000 11
菅 原 紀 繁 2,000 12
村 田 雄 三 2,000 12

猿 舘 宣 明 2,000 12
菊 池 雄 二 2,000 12
石　村　　　亘 2,000 12
細　川　　　正 4,000 12
齊 藤 祐 一 10,000 12
吉 田 正 範 10,000 12
長 澤 佳 彦 4,000 12
佐 藤 勝 彦 2,000 13
福　田　　　稔 10,000 13
福 島 裕 也 4,000 13
菊 地 輝 之 2,000 13
小 原 紀 彰 20,000 13
長谷川　哲　吾 2,000 13
藤 田 秀 郎 2,000 13
横 沢 大 造 6,000 13
谷　村　　　力 2,000 13
中 村 栄 孝 2,000 14
武 藤 正 吾 10,000 14
黒 沼 芳 朗 2,000 14
山　田　健之介 2,000 14
永 井 敏 雄 2,000 14
瀬 川 深 志 2,000 14
佐 藤 弘 吉 6,000 14
森　　　邦　彦 2,000 14
平 子 昭 雄 10,000 14
矢 澤 俊 夫 4,000 14
内 藤 直 樹 10,000 15
浦 田 秀 夫 2,000 15
藤 倉 健 吾 2,000 15
細谷地　祐　助 2,000 15
栃 内 秀 彦 10,000 15
七木田　一　善 6,000 15
似　内　　　裕 6,000 15
樋　沢　　　晃 2,000 15
越 戸 國 雄 2,000 16
上　野　　　眞 2,000 16
内 舘 政 光 50,000 16
峠　　　徳　美 2,000 16
滝 浦 弘 士 2,000 16
細 野 龍 彦 2,000 16
山 本 幸 一 10,000 16
細 野 龍 彦 2,000 16
見 世 久 也 2,000 16
村　上　　　誠 2,000 17
櫻 井 一 男 10,000 17
泉 田 栄 一 2,000 17
伊 藤 勢 至 10,000 17
小笠原　常　之 10,000 17
柴 田 厚 郎 10,000 17
小 野 義 郎 2,000 17
藤 枝 順 一 2,000 17
中 澤 正 博 2,000 17
照 井 駿 一 4,000 17
藤 村 昌 一 2,000 17
佐　藤　　　孝 2,000 17
小笠原　秀　孝 10,000 17
昆　　　幸　彦 4,000 17
細 矢 邦 夫 2,000 17
二 上 憲 育 2,000 17
平　野　　　均 2,000 17
小山田　舜次郎 4,000 18
齋 藤 俊 彦 2,000 18
兼 平 俊 朗 2,000 18
井 上 利 一 2,000 18
米 谷 春 夫 10,000 18
佐　藤　啓二郎 2,000 18

谷 藤 芳 榮 2,000 18
米　内　　　正 10,000 18
吉 田 勝 次 2,000 18
村 井 紀 之 20,000 18
阿 部 旨 宏 2,000 18
竹 原 純 悦 2,000 18
藤　澤　　　昇 4,000 18
田 村 雄 孝 2,000 18
工 藤 和 夫 2,000 18
越 戸 輝 雄 2,000 18
村 田 憲 正 2,000 18
照 井 武 彦 2,000 18
佐々木　　　明 10,000 18
宮 博 2,000 18
髙　橋　　　勉 2,000 19
難 波 保 夫 2,000 19
伊 藤 吉 彌 10,000 19
秋 浜 一 夫 10,000 19
藤 岡 知 昭 6,000 19
菊 地 英 記 2,000 19
浦 田 栄 治 2,000 19
笹 田 裕 一 4,000 19
金 沢 正 明 10,000 19
久 慈 俊 幸 200,000 19
貫 洞 利 一 4,000 20
遠 藤 勝 己 10,000 20
高 橋 隆 一 2,000 20
長谷川　良　久 2,000 20
池　田　　　健 10,000 20
鷲 塚 正 義 2,000 20
佐 藤 義 和 2,000 20
泉 澤 則 夫 4,000 20
花 井 裕 一 2,000 20
小 原 政 憲 2,000 20
髙 橋 雪 夫 10,000 20
佐 藤 省 次 2,000 20
吉 江 修 造 2,000 20
森 田 明 典 2,000 20
米 倉 吉 一 4,000 20
千 葉 満 夫 2,000 20
千代川　千代吉 4,000 20
武 田 真 和 10,000 21
武 田 真 和 10,000 21
栃 内 秀 士 10,000 21
藤 村 時 夫 2,000 21
遠 藤 哲 雄 4,000 21
吉 田 行 夫 4,000 21
明　戸　　　均 10,000 21
相　馬　　　敬 2,000 21
宮 澤 俊 次 10,000 21
佐　藤　　　寛 2,000 22
南黒沢　　　智 2,000 22
楢 山 義 彦 10,000 22
髙 橋 明 典 2,000 22
伊 藤 賢 二 2,000 23
佐々木　俊　一 2,000 23
佐々木　哲　也 20,000 23
村　上　　　修 10,000 23
三田地　成　幸 2,000 23
工 藤 隆 一 2,000 23
千 田 幸 司 2,000 23
川 村 市 宜 10,000 24
桜 井 保 典 2,000 24
吉 田 一 美 4,000 24
晴 山 弘 己 10,000 25
千 葉 昭 彦 2,000 25

駒 井 雄 司 2,000 25
吉 田 祐 一 2,000 25
平 野 嘉 男 6,000 25
向井田　隆　生 4,000 25
藤 村 茂 信 10,000 25
三 浦 由 太 2,000 26
佐々木　淑　英 2,000 26
上 田 公 一 2,000 26
金 谷 純 一 2,000 27
足　澤　　　匡 2,000 27
立 花 春 男 2,000 27
菱 谷 和 彦 2,000 28
澤 野 俊 郎 20,000 29
羽 沢 寿 隆 2,000 30
藤　澤　　　透 2,000 30
佐　藤　　　学 2,000 30
谷 藤 雅 俊 10,000 30
久 慈 竜 也 5,000 30
菅 原 一 也 2,000 31
狐 崎 一 彦 2,000 31
鈴 木 俊 哉 10,000 32
宮　野　　　修 2,000 32
竹 田 浩 人 2,000 33
鳥　居　　　智 4,000 34
工　藤　　　剛 10,000 34
岩 渕 俊 明 2,000 35
下 田 人 史 2,000 35
舘 澤 一 史 3,000 35
青 木 修 治 10,000 36
渡 辺 昌 文 2,000 36
新 沼 裕 一 10,000 37
金 子 眞 也 10,000 37
石　井　　　渉 2,000 37
小笠原　千　永 2,000 37
陸 田 秀 之 2,000 37
小　林　　　純 2,000 39
古 舘 裕 二 2,000 40
深 見 泰 輔 10,000 40
梅 田 直 哉 2,000 40
佐　藤　　　健 2,000 40
西 郷 史 郎 4,000 40
菊　地　　　大 10,000 41
東 本 茂 樹 2,000 41
浅 沼 滋 雄 10,000 41
松 浦 真 司 2,000 42
田 中 純 一 2,000 42
柴 田 克 則 2,000 42
村　上　振一朗 2,000 43
千　葉　　　基 2,000 43
関　根　　　元 2,000 43
齋 藤 恵 亮 4,000 43
岡 田 伸 男 2,000 44
白 戸 一 隆 10,000 44
前 野 純 一 4,000 45
駒　木　　　哲 2,000 46
小 林 仁 郎 2,000 46
豊 巻 弘 道 2,000 46
井 上 雅 友 10,000 47
永　田　　　睦 2,000 49
宮　崎　　　力 10,000 49
大 橋 潤 一 2,000 50
藤　枝　　　直 2,000 50
藤 原 秀 徳 10,000 51
印 部 孝 輔 6,000 51
芳 名 無 し 2,000 52
本 多 真 之 2,000 52

客　本　正太郎 2,000 52
米 澤 佑 太 2,000 53
中 村 彰 宏 2,000 54
久 慈 拓 也 5,000 54
岩 間 昭 造 4,000 55
熊 谷 一 城 2,000 55
宮 澤 遼 平 2,000 56
宮　田　　　淳 10,000 58
吉 田 大 祐 2,000 59
相 澤 賢 宏 2,000 59
久 慈 和 也 5,000 59
髙　橋　　　琢 2,000 60
小山田　裕　樹 6,000 60
熊 谷 和 樹 2,000 61
成 井 昭 悟 10,000 61
中 村 公 紀 2,000 61
相　澤　　　宏 2,000 61
久 慈 智 也 5,000 61
三 上 誉 人 2,000 62
野　中　　　凌 2,000 62
永　塚　　　圭 10,000 63
佐々木　　　駿 2,000 63
相 澤 宏 行 2,000 63
永　塚　　　圭 10,000 63
佐々木　駿　介 2,000 64
星　　　光　峻 2,000 64
澤 井 瑠 架 2,000 65
武 田 幸 直 2,000 65
中 村 友 士 2,000 66
太田代　希　唯 2,000 66
千 葉 拓 也 2,000 66
長 澤 央 樹 2,000 67
田 中 尚 太 2,000 67
佐 藤 晃 輔 2,000 67
兼 田 雄 基 2,000 67
馬 渕 嵩 也 2,000 68
中 村 博 也 2,000 68
古　川　　　優 2,000 68
金 子 燿 大 10,000 69
藤 田 隆 幸 2,000 69
鈴 木 康 平 2,000 69
吉清水　秀　讓 2,000 69
佐々木　裕太郎 2,000 69
遠 藤 雅 之 2,000 70
遠 藤 雅 之 2,000 70
手　塚　　　惇 2,000 72
木 村 爽 汰 2,000 72
山 屋 彰 男 5,000 中学 3
村 上 和 正 2,000 中学 4
達 増 崔 夫 2,000 中学 4
大　森　敬一郎 2,000 中学 4
大　森　敬一郎 2,000 中学 4
和 田 博 泰 2,000 中学 6
長 澤 壽 八 10,000 中学 9

同 

期 

会

■
令
和
２
年
度　

紫
桜
会

（
新
18
回
生
）
同
期
会

　

令
和
２
年
11
月
18
日
に
盛
岡

市
内
の
駒
龍
で
〝
コ
ロ
ナ
を

ぶ
っ
飛
ば
せ
〞
と
〝
社
会
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
〞
を
目
標
に

同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
勿

論
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

等
感
染
対
策
を
充
分
と
り
、
参

加
者
21
名
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　

開
会
と
司
会
は
熊
谷
憲
治
君

が
担
当
し
、
最
初
に
村
井
紀
之

会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
続
い
て

乾
杯
は
高
橋
滉
治
君
の
威
勢
の

良
い
音
頭
で
懇
親
会
に
入
り
ま

し
た
。
今
回
の
出
席
者
の
内
３

名
は
盛
岡
市
外
か
ら
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
中
川
裕
治
君
が
駆
け

つ
け
て
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
近
況
報
告
交

換
会
み
た
い
で
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
病
気
や
薬
の
話
題
が
多
く
、

ま
た
学
生
時
代
の
昔
話
な
ど
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

時
節
柄
長
時
間
の
会
合
を
避
け

て
、
短
時
間
に
内
容
の
濃
い
同

期
会
で
し
た
。
中
締
め
と
閉
会

の
挨
拶
は
越
戸
輝
雄
君
が
務

め
、
コ
ロ
ナ
を
吹
っ
飛
ば
せ
と

威
勢
の
良
い
音
頭
で
締
め
て
散

会
し
ま
し
た
。
恒
例
の
二
次
会

は
時
節
柄
中
止
し
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
の
同
期
会
は
、
令
和

３
年
11
月
18
日
に
「
串
え
」
で

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等

に
充
分
配
慮
し
て
開
催
す
る
予

定
で
、「
震
災
後
の
10
年
」
と

題
し
て
同
期
生
の
ス
ー
パ
ー
・

マ
イ
ヤ
会
長
の
米
谷
春
夫
氏
の

講
話
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

追
加
報
告　

同
期
生
の
田
村
雄

幸
君
が
東
北
総
体
功
労
者
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
現
在
県
体
操

協
会
の
副
会
長
で
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
尽
力
し
た
功
績
に

よ
っ
て
の
受
賞
で
す
。

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

■
石
桜
剣
道
部
会

　

石
桜
剣
道
部
会
は
、
令
和
２

年
１
月
11
日
（
土
）、
盛
岡
駅

前
の
居
酒
屋
「
ば
ん
か
ら
屋
」

に
て
初
の
試
み
で
あ
る
新
年
会

を
行
な
い
ま
し
た
。
出
席
者
は

Ｏ
Ｂ
６
名
と
顧
問
の
先
生
２
名

（
柴
内
・
川
村
）。
持
ち
寄
っ
た

資
料
に
よ
る
研
修
会
の
後
、
瀬

川
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇

親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昔
話

に
花
が
咲
き
予
定
の
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
、
御
開

き
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
年
１
回
だ
け
の
Ｏ

Ｂ
会
で
し
た
が
、
よ
り
会
の
活

性
化
を
図
る
べ
く
、
年
３
回
の

Ｏ
Ｂ
会
（
新
年
会
、
花
見
会
、

総
会
）
を
企
画
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
そ
の

後
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い

た
ら
、
ぜ
ひ
年
３
回
の
Ｏ
Ｂ
会

を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
高
校
生
の
指
導
に
つ
い
て

は
、
顧
問
の
柴
内
先
生
・
川
村

先
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
川

又（
コ
ー
チ
・
六
段
・
新
24
回
）

が
、
週
５
回
ほ
ど
行
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
更
な
る
石

桜
剣
道
部
会
の
発
展
と
高
校
生

の
指
導
に
力
を
注
い
で
い
く
所

存
で
す
。

※ 

研
修
会
資
料
（
①
剣
豪
千
葉

周
作
の
生
涯
…
川
又　

②
義

経
・
北
行
伝
説
の
み
ち
…
山

崎
）
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（3）　 令和３年11月１日　（月曜日） 第 46号石 桜 同 窓 会 報

　母校岩手中・高等学校の創立者「三田義正翁」は、日本の将来のためには人格形成が大切だ。それには教育が必要と、質実剛
健の建学の精神を旨として、情熱と理念を実行し学校の基盤を為し、大正 15 年 4 月に大沢川原の地に「岩手中学校」として創
立された。
　その後、昭和 13 年 2 月に盛岡市仁王田圃 340 の 1（現長田町 7 番 60 号）に新校舎を竣工し移転した。
　昭和 22 年 4 月には学制改革に伴い新制岩手中学校を設立し、昭和 23 年 3 月に新制岩手高等学校の設立が許可された。昭和
52 年 4 月 15 日には、校舎炎上という不幸な出来事もあったが、昭和 53 年 8 月に現在の校舎が竣工され現在に至っています。
　幾多の困難を乗り越えて多数の有為の人材を世に送り出し、令和 8 年に「創立 100 周年」を迎えようとしています。
　母校では「岩手中・高等学校創立 100 周年記念準備委員会」を発足させ、記念式典・祝賀会、記念誌発行、校内環境整備等準
備を進めているようです。
　また、卒業生が 300 名近くなった昭和 8 年に「石桜同窓会」の前身である「岩手中学校同窓会」が設立され、その後大勢の先
輩諸氏に支えられ発展し現在に至り、令和 5 年に「石桜同窓会発足 90 周年」という記念すべき年を迎えます。
　今年に入り、同窓会としては記念行事を実施すべく、正副会長会議で実施案を協議し、常任理事会の承認を経て同窓会総会（書
面決議）の決議をして頂きました。来年度早々仮称「90 周年記念事業実行委員会」を設立し具体的な実施項目について協議す
ることになっています。
　実施内容（案）は、式典・祝賀会、記念行事としては「記念講演会」もしくは「記念音楽会」等と仮称「同窓会 90 年の軌道」
と題して記念誌（記録誌）刊行などがありますが、その他にも広報関係では新聞広告、HP 等の活用で広く同窓生に呼びかける
ことなどが検討されると思われます。

令和３年度　クラブ活動成績
〈文化部〉

将　　棋
【高校の部】
●第43回岩手県高校将棋大会
〈男子個人〉　優　勝　２D 上條喜稔　

　　　　　準優勝　３E 伊藤　合
　　　　　３　位　１C 佐藤奏汰

〈男子団体〉
　優　勝　岩手Ａ１（３E 岩﨑唯人、２B 梶野大悟、３E 梅里爽希）

準優勝　岩手Ａ２（１C 佐藤奏汰、３C 平野允悠、３B 及川創太）
●第45回全国高校総合文化祭将棋部門
〈男子団体〉　準優勝　岩手（３E 梅里爽希、３E 岩﨑唯人、２B 梶野大悟）
〈男子個人〉　第５位　２D 上條喜稔　　出場　３E 伊藤　合

囲　　碁
【高校の部】
●第45回全国高校囲碁選手権岩手県大会
〈男子個人〉　５位　３E 梅里爽希
〈男子団体〉　３位　岩手高（３E 梅里爽希、２D 上條喜稔、３ Ｅ伊藤合）

映　　画
【高校の部】
●第44回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会 
　兼 第68回 NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会
〈創作テレビドラマ部門〉　出場
〈朗読部門〉　３E 髙橋壮太　出場

美術工芸
●第 21 回全国中学校総合文化祭岩手大会
　兼 第 20 回岩手県中学校総合文化祭
　美術（絵画）部門　出展
　３ 甲　芳賀陸叶（現在 １C、昨年度の作品）　「作用点」

国際交流
●オンライン国際交流会＠本校体育館
　交流相手校：台湾桃園高級中等学校日本語研究部
　［生徒会執行部に協力要請・全校生徒から有志を募集］
　岩手高校生42名参加
●オンライン国際交流

〈体育部〉
山　　岳

●Ｒ３年度国民体育大会選手選考会クライミング競技少年男子の部
　第６位　３E 長谷部祥吾
●第73回岩手県高等学校総合体育大会登山競技　
〈男子団体〉　優勝　北信越インターハイ出場権獲得

柔　　道
●第73回岩手県高等学校総合体育大会　柔道競技
〈男子団体〉　１回戦　岩手　５－０　一関工業
　　　　　　２回戦　岩手　３－１　専大北上
　　　　　　３回戦　岩手　０－２　盛岡大附　　ベスト８
〈男子個人〉　60キロ級　觸澤　歩　２回戦敗退
　　　　　　　　　　　鳥居怜斗　初戦敗退
　　　　　　　　　　　鈴木森羅　初戦敗退
　　　　　　66キロ級　中村悠人　２回戦敗退
　　　　　　73キロ級　青苅玲央　不参加
　　　　　　81キロ級　七木田三大　３位　　東北大会出場
　　　　　　90キロ級　伊藤聖琉　３位　　　東北大会出場
　　　　　　　　　　　青山　龍　初戦敗退
　　　　　　　　　　　安本空良　ベスト８
　　　　　　100キロ超級　横田　雅晴　２回戦敗退
　　　　　　　　　　　　 山本　眞空　２回戦敗退

水　　泳
●第73回岩手県高等学校総合体育大会　水泳競技
　２D 東條拓真
　200ｍ　個人メドレー　予選第１位／決勝第２位　→　東北大会出場
　400ｍ　個人メドレー　予選第２位／決勝第２位　→　東北大会出場
●第 59 回水泳競技新人大会
　２D 東條拓真
　200ｍ　個人メドレー　予選第３位／決勝第３位　→　東北大会出場
　400ｍ　個人メドレー　予選第２位／決勝第２位　→　東北大会出場

ソフトテニス
●第31回岩手県ジュニア選抜ソフトテニス選手権　
〈ダブルス〉　優　勝　３C 小川真之介・３B 葛巻航大ペア
　　　　　　準優勝　３D 吉田創太・３B 冨岡憂瑠ペア
〈シングルス〉　優　勝　３B 冨岡憂瑠
 ⇒ハイスクールジャパンカップ 2021 の出場権獲得
　　　　　　　第３位　３D 吉田創太
●第73回岩手県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技
〈個　人〉　優　勝　３D 吉田創太・３B 冨岡憂瑠ペア
　　　　　第３位　３C 小川真之介・３B 葛巻航大ペア
 ⇒ともに北信越インターハイ出場権獲得
〈団　体〉　優　勝　（４ 回目）
　　　　　３D 吉田創太・３B 冨岡憂瑠・３C 小川真之介・３B 葛巻航大
　　　　　２A 伊東天鯉・２D 吉田　匠・２B 立石悠人・２A 鈴木湧太
 ⇒北信越インターハイ出場権獲得
●令和３年度東北総体代表選考大会　ソフトテニス競技　少年の部
〈ダブルス〉　優　勝　３D 吉田創太・３B 冨岡憂瑠ペア
　　　　　　準優勝　３C 小川真之介・３B 葛巻航大ペア
〈シングルス〉　優　勝　３B 冨岡憂瑠　岩高勢は三重国体出場決定
● 2021 北信越インタ - ハイソフトテニス競技
〈団体戦〉　岩手０－３真颯館（福岡）
　　　　　３D 吉田創太・３B 冨岡憂瑠・３C 小川真之介・３B 葛巻航大
　　　　　２A 伊東天鯉・２D 吉田　匠・１C 菊池海聖・１A 田代悠翔
〈個人戦〉　４ 回戦敗退　３D 吉田創太・３B 冨岡憂瑠ペア
　　　　　２ 回戦敗退　３C 小川真之介・３B 葛巻航大ペア

卓　球
●高総体盛岡地区予選
〈ダブルス〉
　３B 藤倉陽翔・３B 小原遥斗［①シード　②３－２盛北　③１－３盛四］
　２B 井歩希・２B 藤原　豪［①３－２盛四　②０－３盛工］
　１C 瀧口夢記・１C 淋代樹矢［①２－３盛三］
〈シングルス〉　
　１C 瀧口夢記［①シード　②３－０盛北　③１－３盛商］
　３B 藤倉陽翔［①シード　②０－３市立］
　３B 小原遥斗［①シード　②０－３盛四］
　２B 井歩希［①３－１盛商　②０－３市立］
　２B 藤原　豪［①１－３江南］
●岩手県ジュニア卓球選手権大会兼全日本卓球選手権大会ジュニアの部
　県一次予選会
〈シングルス〉
　１C 瀧口夢記［①シード　②３－１花巻北中　③１－３宮古商工］
　２B 藤原　豪［①３－１大船渡　②１－３盛岡中央］

テニス
【高校の部】
●第72回　盛岡市民体育大会　テニス競技
〈シングルス〉　優　勝　２D 中村右京
　　　　　　　準優勝　１E 金　桜汰
〈ダブルス〉　優　勝　２A 髙橋涼太・２D 中村右京
　　　　　　準優勝　２E 戸塚唯礼・１E 金桜汰
●第42回　岩手県ジュニアテニス選手権大会
〈16 歳以下シングルス〉　優　勝　１E 金桜太　　　準優勝　２E 戸塚唯礼
　　　　　　　　　　　 第３位　１E 小原凜太朗　第３位　１E 柴田隼佑
〈ダブルス〉　優　勝　２E 戸塚唯礼・１E 金桜太
　　　　　　準優勝　１E 小原凜太朗・ 今川薫平
　　　　　　第３位　１E 柴田隼佑・１E 関雄仁

〈18 歳以下シングルス〉　優　勝　２D 中村右京
　　　　　　　　　　　 第３位　２A 高橋涼太
〈ダブルス〉　優　勝　２A 高橋涼太・２B 沼尾拓実
●令和３年度　第 73 回岩手県高等学校総合体育大会テニス競技
〈団体戦〉
　優　勝（ ２D 中村右京、１E 金桜汰、２A 髙橋涼太、２E 戸塚唯礼、

１E 小原凜太朗）
〈個人戦　シングルス〉
　優　勝　２D 中村右京　　準優勝　１E 金桜汰
　第３位　２A 髙橋涼太
〈個人戦  ダブルス〉
　第３位　２A 髙橋涼太 ･２D 中村右京、２E 戸塚唯礼 ･１E 金桜汰
●令和３年度　国民体育大会選手選考会
　優　勝　２D 中村右京　　　準優勝　１E 金桜汰
　第３位　２A 髙橋涼太、１E 小原凜太朗
●令和３年度　岩手県民テニス大会（少年の部）
　準優勝　２B 沼尾拓実　　第３位　１E 柴田隼佑
●第 43 回東北ジュニアテニス選手権大会
〈18 歳以下〉
　シングルス　　優　勝　２D 中村右京
　ダブルス　　　優　勝　２D 中村右京・野坂迅（秋田商業高校）
〈16 才以下〉
　シングルス　ベスト４　１E 金桜汰
　ダブルス　　準優勝　２E 戸塚唯礼・１E 金桜汰
【中学の部】
●第 42 回　岩手県ジュニアテニス選手権大会
〈14 歳以下シングルス〉　優　勝　中村匡尚
〈ダブルス〉　優　勝　中村匡尚・佐々木徠（トイズテニスラボ）
●第 40 回岩手県中学生テニス選手権大会
〈個人の部〉
〈シングルス〉　優　勝　中村匡尚
〈ダブルス〉　優　勝　和田侑優・丸山健祐
● 2021　RSK全国選抜ジュニアテニス大会　岩手県予選会
〈シングルス〉　優　勝　中村匡尚
●第 43 回東北ジュニアテニス選手権大会
〈14 歳以下　ダブルス〉　
　　準優勝　中村匡尚・佐々木徠（トイズテニスラボ）

バスケット
●第 73 回岩手県高等学校総合体育大会バスケットボール競技
　２回戦　岩手　98 － 53　大野
　３回戦　岩手　69 － 71　一関修紅

ラグビー
●第101回全国高等学校ラグビー大会岩手県予選
　１ 回戦　　岩手　15－10　宮古合同（宮古高・宮古商工）
　準々決勝　岩手　０－101　黒沢尻工業　ベスト８

ハンドボール
●第 73 回岩手県高等学校総合体育大会ハンドボール競技
　第２回戦　スコーレ・岩手 12 － 42 盛岡誠桜

野　　球
●第 68 回春季東北地区高等学校野球岩手県大会盛岡地区予選
　岩手　４－２　盛岡商業
　岩手　０－12　盛岡大学付属（５ 回コールド）
　岩手　２－３　平舘
　岩手　１－０　盛岡第四（延長 11 回）
●第 68 回春季東北地区高等学校岩手県大会
　岩手　０－４　花巻南
●第 103 回全国高等学校野球選手権岩手大会
　岩手　２－５　盛岡市立
●第 74 回秋季東北地区高等学校野球岩手県大会 盛岡地区予選
　岩手　４－２　盛岡南
　岩手　１－16　盛岡市立
　岩手　８－０　盛岡農業（７ 回コールド）
　岩手　０－９　盛岡誠桜（７ 回コールド）

まもなく母校が創立 100 周年を、まもなく母校が創立 100 周年を、
また、石桜同窓会も 90 周年を迎えますまた、石桜同窓会も 90 周年を迎えます

記念誌表紙（案）
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第 46号 令和３年11月１日　（月曜日） 　（4）石 桜 同 窓 会 報

上記の通り提案いたします。
令和 3年 7月 1日 岩手中・高等学校同窓会　会長　村　井　紀　之

令和 3年度岩手中高等学校同窓会予算（案）
（2021 年 6 月 1 日～ 2022 年 5 月 31 日）

令和 2年度岩手中高等学校同窓会決算報告書
（2020 年 6 月 1 日～ 2021 年 5 月 31 日）

上記の通り提案いたします。
令和 2年 7月 1日 岩手中・高等学校同窓会　会長　村　井　紀　之

Ⅰ　一般会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和２年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 488,765 488,765 0

前年度繰越金 488,765 488,765 0
会費 3,542,919 3,682,000 △ 139,081

入会金 800,000 805,000 △ 5,000 卒業時に納入：5,000 円×160 名
終身会費 1,120,000 1,127,000 △ 7,000 卒業時に納入：7,000 円×160 名
賛助会費 1,611,919 1,000,000 611,919 327 名　1 団体
総会会費 0 500,000 △ 500,000
諸会議会費 11,000 250,000 △ 239,000 常任理事会費

広告料 534,210 625,000 △ 90,790
ホームページ広告料 505,326 600,000 △ 94,674
同窓会報広告料 28,884 25,000 3,884

寄付金 2,000,000 10,000 1,990,000
寄付金 2,000,000 10,000 1,990,000

雑収入 13 74,235 △ 74,222
雑収入 13 74,235 △ 74,222 お祝い、預金利息

合　　　計 6,565,907 4,880,000 1,685,907

【支出の部】 
予　算　科　目 決　算　額 令和2年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

会議費 111,080 1,130,000 △ 1,018,920
総会費 55,000 600,000 △ 545,000 総会資料作成費
諸会議費 56,080 530,000 △ 473,920 常任理事会　三役会　等

事業費 3,418,085 2,200,000 1,218,085
同窓会報発行費 616,660 720,000 △ 103,340 会報印刷代　等
同窓会名簿作成費 1,400,000 100,000 1,300,000 積立金として特別会計へ操出
ホームページ運営費 505,500 500,000 5,500 HP 用振込用紙印刷費
生徒会補助金 250,000 250,000 0 学校生徒会への補助
クラブ活動強化育成費 400,000 400,000 0 クラブ強化育成基金へ操出
周年事業積立金 200,000 200,000 0 特別会計へ操出
その他事業費 45,925 30,000 15,925 卒業記念ボールペン作成費

事務費 699,537 825,000 △ 125,463
通信運搬費 691,887 800,000 △ 108,113 郵便料、送料　等
消耗品費 0 3,000 △ 3,000
印刷製本費 1,640 10,000 △ 8,360 コピー
役務費 6,010 10,000 △ 3,990 振込手数料
その他事務費 0 2,000 △ 2,000 上記以外の事務経費

管理経費 50,000 200,000 △ 150,000
事務手当 50,000 50,000 0 事務局職員手当
役員活動費 0 150,000 △ 150,000

雑費 446,000 410,000 36,000
慶弔費 20,000 140,000 △ 120,000 お見舞
雑費 426,000 270,000 156,000 各種広告　東京・仙台石桜会活動費　等

予備費 0 115,000 △ 115,000
予備費 0 115,000 △ 115,000

合計 4,724,702 4,880,000 △ 155,298
収支 1,841,205 円

Ⅱ　特別会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和2年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 545,762 545,762 0

前年度繰越金 545,762 545,762 0
繰入金 1,600,000 300,000 1,300,000

一般会計より繰入金 1,600,000 300,000 1,300,000 名簿作成費積立金、周年事業費（累計60万円）
広告料 0 100,000 △ 100,000

同窓会名簿広告料 0 100,000 △ 100,000
諸収入 120,004 104,238 15,766

同窓会名簿売上収入 120,000 100,000 20,000 5,000 円× 24 冊
雑収入 4 4,238 △ 4,234 預金利息
合計 2,265,766 1,050,000 1,215,766

【支出の部】 
予　算　科　目 決　算　額 令和2年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

名簿作成費 1,585,760 60,000 1,525,760
印刷製本費 1,585,760 60,000 1,525,760

事業費 0 10,000 △ 10,000
周年事業費 0 10,000 △ 10,000

事務費 7,400 32,000 △ 24,600
通信運搬費 7,400 30,000 △ 22,600 名簿郵送費
その他事務費 0 2,000 △ 2,000

一時借入返還金 0 0 0
一時借入返還金 0 0 0

予備費 0 948,000 △ 948,000
予備費 0 948,000 △ 948,000
合計 1,593,160 1,050,000 543,160

収支 672,606 円

Ⅲ　クラブ強化育成基金
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和2年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,859,623 2,859,623 0

前年度繰越金 2,859,623 2,859,623 0
繰入金 400,000 400,000 0

一般会計より繰入金 400,000 400,000 0 クラブ強化育成費
雑収入 21 377 △ 356

雑収入 21 377 △ 356 預金利息　等
一時貸付償還金 0 0 0

一時貸付償還金 0 0 0

合計 3,259,644 3,260,000 △ 356

【支出の部】
予　算　科　目 決　算　額 令和2年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

事業費 370,000 800,000 △ 430,000
教育後援会補助金 200,000 200,000 0 県外大会遠征補助　等
部活動褒賞費 170,000 600,000 △ 430,000 褒賞金、図書カード

一時貸付金 0 0 0
一時貸付金 0 0 0

予備費 0 2,460,000 △ 2,460,000
予備費 0 2,460,000 △ 2,460,000
合計 370,000 3,260,000 △ 2,890,000

収支 2,889,644 円

Ⅰ　一般会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 1,841,205 488,765 1,352,440

前年度繰越金 1,841,205 488,765 1,352,440
会費 2,690,000 3,542,919 △ 852,919

入会金 600,000 800,000 △ 200,000 卒業時に納入：5,000 円× 120 名
終身会費 840,000 1,120,000 △ 280,000 卒業時に納入：7,000 円× 120 名
賛助会費 1,000,000 1,611,919 △ 611,919
総会会費 0 0 0 5,000 円× 0 枚
諸会議会費 250,000 11,000 239,000 理事会費、常任理事会費　等

広告料 625,000 534,210 90,790
ホームページ広告料 600,000 505,326 94,674
同窓会報広告料 25,000 28,884 △ 3,884

寄付金 10,000 2,000,000 △ 1,990,000
寄付金 10,000 2,000,000 △ 1,990,000

雑収入 73,795 13 73,782
雑収入 73,795 13 73,782 お祝い、預金利息
合　　　計 5,240,000 6,565,907 △ 1,325,907

【支出の部】 
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

会議費 630,000 111,080 518,920
総会費 100,000 55,000 45,000 総会資料作成費
諸会議費 530,000 56,080 473,920 理事会、常任理事会　等

事業費 2,200,000 3,418,085 △ 1,218,085
同窓会報発行費 700,000 616,660 83,340 会報印刷代　等
同窓会名簿作成費 100,000 1,400,000 △ 1,300,000 積立金として特別会計へ操出
ホームページ運営費 500,000 505,500 △ 5,500
生徒会補助金 250,000 250,000 0 学校生徒会への補助
クラブ活動強化育成費 400,000 400,000 0 クラブ強化育成基金へ操出
周年事業積立金 200,000 200,000 0 特別会計へ操出
その他事業費 50,000 45,925 4,075 入会式資料印刷代　等

事務費 825,000 699,537 125,463
通信運搬費 800,000 691,887 108,113 郵便料、送料　等
消耗品費 3,000 0 3,000 文具、用紙　等
印刷製本費 10,000 1,640 8,360 コピー代　等
役務費 10,000 6,010 3,990 振込手数料
その他事務費 2,000 0 2,000 上記以外の事務経費

管理経費 200,000 50,000 150,000
事務手当 50,000 50,000 0 事務局職員手当
役員活動費 150,000 0 150,000 活動旅費、ガソリン代、宿泊、日当　等

雑費 410,000 446,000 △ 36,000
慶弔費 140,000 20,000 120,000 各支部お祝い、弔電、香典　等
雑費 270,000 426,000 △ 156,000 各種広告　等

予備費 975,000 0 975,000
予備費 975,000 0 975,000
合計 5,240,000 4,724,702 515,298

Ⅱ　特別会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 672,606 545,762 126,844

前年度繰越金 672,606 545,762 126,844
繰入金 300,000 1,600,000 △ 1,300,000

一般会計より繰入金 300,000 1,600,000 △ 1,300,000 名簿作成費積立金、周年事業費（累計80万円）
広告料 100,000 0 100,000

同窓会名簿広告料 100,000 0 100,000
諸収入 100,394 120,004 △ 19,610

同窓会名簿売上収入 100,000 120,000 △ 20,000
雑収入 394 4 390 預金利息　等
合計 1,173,000 2,265,766 △ 1,092,766

【支出の部】 
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

名簿作成費 60,000 1,585,760 △ 1,525,760
印刷製本費 60,000 1,585,760 △ 1,525,760 名簿作成費、新卒業生名簿印刷代

事業費 10,000 0 10,000
周年事業費 10,000 0 10,000 資料作成代

事務費 32,000 7,400 24,600
通信運搬費 30,000 7,400 22,600 名簿郵送費、名簿確認はがき
その他事務費 2,000 0 2,000 封筒、消耗品　等

一時借入返還金 0 0 0
一時借入返還金 0 0 0

予備費 1,071,000 0 1,071,000
予備費 1,071,000 0 1,071,000
合計 1,173,000 1,593,160 △ 420,160

Ⅲ　クラブ強化育成基金
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,889,644 2,859,623 30,021

前年度繰越金 2,889,644 2,859,623 30,021
繰入金 400,000 400,000 0

一般会計より繰入金 400,000 400,000 0 クラブ強化育成費
雑収入 356 21 335

雑収入 356 21 335 預金利息　等
一時貸付償還金 0 0 0

一時貸付償還金 0 0 0
合計 3,290,000 3,259,644 30,356

【支出の部】
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

事業費 800,000 370,000 430,000
教育後援会補助金 200,000 200,000 0 県外大会遠征補助　等
部活動褒賞費 600,000 170,000 430,000 褒賞金、図書カード、賞状

一時貸付金 0 0 0
一時貸付金 0 0 0 同窓会名簿作成費

予備費 2,490,000 0 2,490,000
予備費 2,490,000 0 2,490,000
合計 3,290,000 370,000 2,920,000
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（5）　 令和３年11月１日　（月曜日） 第 46号石 桜 同 窓 会 報

令和 2 年 11 月 18 日（水） 新 18 回生同期会 盛岡・駒龍

令和 2 年 4 月 7 日（火） 緊急正副会長会議 エスポワールいわて
 4 月 14 日（火） 第 2 回総会対策特別プロジェクト会議 エスポワールいわて
 5 月 1 日（金） 正副会長会議（電話会議） 
 5 月 14 日（木） 常任理事会（文書による会議） 
 5 月 14 日（木） 名簿発行特別委員会（文書による会議）
 6 月 15 日（月） 正副会長会議 エスポワールいわて
 7 月 20 日（月） 令和元年度石桜同窓会総会（書面決議）
 8 月 25 日（火） 石桜同窓会報第 45 号発行
 9 月 6 日（日） 石桜ゴルフコンペ（コロナ禍のため中止）
 盛岡カントリークラブ
 10 月 10 日（土） 正副会長会議 エスポワールいわて
 10 月 29 日（木） 常任理事会 エスポワールいわて
 11 月 16 日（月） 理事会（書面決議）
令和 3 年 2 月 26 日（金） 石桜同窓会入会式 学校体育館
 3 月 1 日（月） 岩手高校卒業証書授与式 学校体育館
 3 月 16 日（火） 母校創立 100 周年記念準備委員会（出席） 学校会議室
 3 月 18 日（木） 岩手中学校卒業式 学校体育館
 4 月 8 日（木） 正副会長会議 エスポワールいわて
 5 月 11 日（火） 第 1 回総会対策特別プロジェクト会議 エスポワールいわて
 5 月 20 日（木） 石桜ゴルフコンペ（コロナ禍のため中止）
 八幡平カントリークラブ
 6 月 16 日（水） 監査会 学校会議室
 6 月 22 日（火） 正副長会議 　エスポワールいわて
 7 月 10 日（土） 常任理事会　 エスポワールいわて

　（1） 事業計画  
令和 3 年 8 月 21 日（土） 令和 3 年度石桜同窓会総会（書面決議）
 メトロポリタン盛岡本館
 9 月 5 日（日） 石桜ゴルフコンペ（コロナ禍のため中止）
 盛岡カントリークラブ
 9 月 第 1 回正副会長会議
 10 月 第 1 回常任理事会
 10 月 第 1 回理事会
 10 月 17 日（日）  第 10 回土井晩翠先生が作詞した校歌を一緒に歌いましょうの

会（コロナ禍のため中止）

令和 4 年 2 月 石桜同窓会入会式 学校体育館
 3 月 岩手高校卒業証書授与式 学校体育館
 3 月 岩手中学校卒業式 学校体育館
 4 月 岩手中学校、岩手高等学校入学式 学校体育館
 5 月 石桜ゴルフコンペ 八幡平カントリークラブ
 6 月 第 2 回正副会長会議
 6 月 第 2 回常任理事会
 6 月 第 2 回理事会

　（2） 各支部、クラブOB会、同期会等活動予定 
令和 3 年 9 月 仙台石桜同窓会総会（コロナ禍のため中止）
 10 月  第 10 回土井晩翠先生が作詞した校歌を一緒に歌いましょうの

会（コロナ禍のため中止）
 10 月  東京石桜同窓会のつどい（コロナ禍のため中止）
 10 月 17 日（日） 新 20 回生同期会（池口杜孝先生卒寿を祝う会）
 ホテルエース盛岡
 11 月 新 18 回生同期会

令和 2年度事業実施状況
（2020 年 6 月 1 日～ 2021 年 5 月 31 日）

令和 3年度事業計画（案）
（2021 年 6 月 1 日～ 2022 年 5 月 31 日）

各支部、クラブＯＢ会、同期会等活動状況報告
（2020 年 6 月 1 日～ 2021 年 5 月 31 日）

●令和 4年度　石桜同窓会総会
期日　令和 4 年 8 月 20 日　17：00 より
会場　ホテルメトロポリタン盛岡
 

●令和 4年度　東京石桜同窓会のつどい
期日　令和 4 年 10 月 1 日
会場　東京上野・精養軒
 

●令和 4年度　仙台石桜同窓会総会
期日　令和 4 年 9 月
会場　仙台市内
 

● 第 10 回土井晩翠先生が作詞した校歌
を一緒に歌いましょうの会
期日　令和 4 年 10 月
会場　仙台市内

●令和 3年度　石桜同窓会入会式
期日　令和 4 年 2 月 28 日
会場　岩手高校体育館
 

● 令和 4 年度　石桜同窓会ゴルフ
コンペ
第 37 回ゴルフコンペ
　期日　令和 4 年 5 月中旬
　会場　八幡平カントリークラブ
第 38 回ゴルフコンペ
　期日　令和 4 年 9 月上旬
　会場　盛岡カントリークラブ

■ 同窓会行事 開催案内 ■

令和 3年度石桜同窓会書面議決の結果
第 1 号議案 賛成 135 票・反対 0 票
　令和 2 年度事業実施状況報告について

第 2 号議案 賛成 135 票・反対 0 票
　令和 2 年度一般会計・特別会計・クラブ強化育成基金に係る決算報告
　並びに監査報告について

第 3 号議案 賛成 135 票・反対 0 票
　令和 3 年度事業計画（案）について

第 4 号議案 賛成 135 票・反対 0 票
　令和 3 年度一般会計・特別会計・クラブ強化育成基金予算に係る予算（案）
　について

第 5 号議案 賛成 135 票・ 反対 0 票
　役員改選について

第 6 号議案 賛成 135 票・ 反対 0 票
　総会、理事会開催について

第 7 号議案 賛成 135 票・ 反対 0 票
　一部規約改正について

第 8 号議案 賛成 135 票・ 反対 0 票
　石桜同窓会 90 周年記念事業について

　議案はすべて賛成多数で可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上報告させて頂きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 3 年 8 月 27 日
 会長　村井　紀之

Report from Sekiou Website
広報担当よりHPについて報告　（2021.5.31 現在）

１．動画対策１．動画対策
　　　●ビデオカメラの貸付　　　●ビデオカメラの貸付
　　　●希望団体への出張撮影　　　●希望団体への出張撮影
　　　●You Tube への掲載　　　●You Tube への掲載
２．アクセス向上対策２．アクセス向上対策
３．バナー広告拡大対策と名刺広告３．バナー広告拡大対策と名刺広告
４．情報提供の依頼４．情報提供の依頼

今後の活動方針

累　計 直近 1年
2008.8.31 ～ 2021.5.31　　　　2020.6.1 ～ 2021.5.31
 （13 年 2 ヶ月）

旧HP
ページビュー数
Page view
（ウェーブサイトを訪れたユーザーの延べ閲覧数）

新HP
ページビュー数

新旧合計 265,711 25,138

ユーザー数
Visit　　  新旧合算
（指定した集計期間において、サイトへの訪問した人数から重複を除いた人数）

新規＆更新数
新旧合算

ページ作成数
（A4換算）新旧合算

バナー広告
名刺広告 1

You Tubeアップ数
※ 旧HPは 2008.8.31 ～ 2019.2.14 迄で、以後は新HPに移行

213,161 4,569

2019.2.15 ～ 2020.5.31
52,550

2019.6.1 ～ 2020.5.31
20,569

34,280 6,966

1,404 46

4,373 229

64

100 5

⇨⇨
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第 46号 令和３年11月１日　（月曜日） 　（6）石 桜 同 窓 会 報

●令和 3年版 石桜同窓会会員名簿発売中
同窓会名簿を発売中です。申し込みは会報に同封した振込用紙をご利用いただくと便利です。
1 冊 5,000 円（税込）　申し込み、問い合せは同窓会事務局まで。

母校ホームページとあわせ、同窓会のホームページも開設中
●岩手高校ホームページアドレス　　http://www.iwate-jh.ed.jp
●石桜同窓会ホームページアドレス　新 https://sekiou-ob-com/wp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　旧 http://sekiou-ob-com

…
…
…
…
…
…
…
…
…

村
上　

誠
（
新
17
回
生
）

　

木
版
画
白
黒
展

　

令
和
３
年
１
月
４
日
〜

　
　
　
　
　

１
月
15
日

　

会
場　

喫
茶
マ
マ

…
…
…
…
…
…
…
…
…

細
矢
邦
夫
（
新
17
回
生
）

　

絵
画
展

　

令
和
３
年
３
月
16
日
〜

　
　
　
　
　

３
月
31
日

　

会
場　

喫
茶
マ
マ

…
…
…
…
…
…
…
…
…

岡
澤
敏
男
（
旧
15
回
生
）

　

 

口
語
短
歌
・
て
る
け
ん
書
・

色
紙
展

　

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

４
月
15
日

　

会
場　

喫
茶
マ
マ

…
…
…
…
…
…
…
…
…

重
茂
佳
伸
（
新
10
回
生
）

　

 

小
田
急
沿
線
ス
ケ
ッ
チ
画

　

そ
の
Ⅲ
展

　

令
和
３
年
６
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

６
月
15
日

　

会
場　

喫
茶
マ
マ

…
…
…
…
…
…
…
…
…

馬
場　

明
（
新
11
回
生
）

　

絵
手
紙
合
同
作
品
展

　

パ
ー
ト
Ⅱ

表　

彰

２
０
２
０
年
秋
の
叙
勲

　

旭
日
双
光
章　

　
　

後
藤
康
文
（
新
８
回
生
）

２
０
２
０
年
秋
の
叙
勲

　

旭
日
双
光
章　

　
　

菊
地
孝
幸
（
新
21
回
生
）

２
０
２
０
年
受
賞

　

 

岩
手
県
体
育
協
会
東
北
総
体

功
労
賞

　
　

田
村
雄
幸
（
新
18
回
生
）

２
０
２
１
年

　

岩
手
県
勢
功
労
賞

　
　

藤
尾
東
泉
（
新
17
回
生
）

　

 

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
自

治
功
労
賞

　
　

伊
藤
勢
至
（
新
17
回
生
）

　

 

盛
岡
ビ
ク
ト
リ
ア
友
好
協
会

賞

　
　

坂
下
陽
市
（
新
６
回
生
）

　

盛
岡
市
勢
振
興
功
労
賞

　
（
令
和
２
年
度
）

　
　

平
井
興
太
郎（
新
10
回
生
）

　

盛
岡
市
勢
振
興
功
労
賞

　
（
令
和
３
年
度
）

　
　

小
暮
信
人
（
新
17
回
生
）

各
種
作
品
展
示
会

菅
原
東
一
郎
（
新
16
回
生
）

　

小
品
展

　

令
和
２
年
10
月
16
日
〜

　
　
　
　
　

10
月
31
日

 

会
場　

喫
茶
マ
マ

　
　

編
集
後
記

　

今
か
ら
59
年
前
の
昭
和
37

年
、
石
桜
同
窓
会
会
報
創
刊
号

の
発
刊
の
こ
と
ば
に
〝
夢
多
か

り
し
少
年
時
代
、
な
つ
か
し
い

思
い
出
が
学
舎
の
隅
々
に
刻
ま

れ
て
い
る
青
春
時
代
、
こ
れ
こ

そ
が
我
が
愛
す
る
母
校
で
あ

る
。（
中
略
）
こ
の
会
報
は
盛

岡
（
母
校
）
を
離
れ
て
各
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
同
窓

生
に
は
母
校
と
の
連
絡
機
関
と

も
な
り
、
繋
が
り
で
も
あ
る
と

存
じ
ま
す
〞
と
当
時
同
窓
会
副

会
長
の
戸
嶋
正
夫
先
生
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
８
年
同

窓
会
が
発
足
し
て
か
ら
29
年
後

の
こ
と
で
す
。

　

同
窓
会
会
報
は
発
刊
し
て
か

ら
年
２
回
発
行
、
１
年
休
刊
、

６
年
間
の
休
刊
等
を
経
て
先
輩

た
ち
の
、
特
に
会
報
編
集
発
行

に
携
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
事
務

局
各
位
、
ま
た
広
報
担
当
役
員

の
大
変
な
努
力
で
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。母
校
と
の
繋
が
り
、

同
窓
生
の
絆
、
そ
し
て
毎
年
の

同
窓
会
活
動
の
情
報
発
信
機
能

と
し
て
同
窓
会
生
各
位
の
協
力

に
よ
っ
て
、
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
２
年
間

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
、
予
防
等
か
ら
あ
ら
ゆ
る

会
合
の
自
粛
の
社
会
情
勢
の
中

同
窓
会
だ
よ
り

■
石
桜
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
「
石
桜
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
の
前
身
は
、
石
桜
ゴ
ル
フ

同
好
会
と
し
て
紫
波
地
区
在
住

の
同
窓
生
有
志
が
故
福
田
要

（
新
10
回
生
）、
横
澤
大
造
（
新

13
回
生
）
両
名
が
紫
波
に
あ
る

岩
手
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
役
員
を

し
て
い
た
関
係
で
同
ゴ
ル
フ
場

を
会
場
に
平
成
３
年
に
設
立
さ

れ
た
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

同
好
会
は
会
長
の
故
下
川
原
善

嗣
郎（
新
５
回
生
）を
中
心
に
年

１
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

し
順
調
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
８
月
31
日
開
催
の

第
18
回
大
会
終
了
後
に
前
小
枝

指
同
窓
会
長
に
下
川
原
会
長
よ

り
二
つ
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
一
つ
は
年
々
参
加
者
も
多

く
な
り
紫
波
地
区
在
住
の
会
員

よ
り
他
地
区
の
参
加
者
も
多
く

な
っ
て
き
た
の
で
、
今
後
同
窓

会
主
催
行
事
に
し
て
ほ
し
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
会
場
の
岩
手
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
に
行
く
道
路
が
急

傾
斜
、
急
カ
ー
ブ
が
多
く
て
危

険
な
の
で
他
の
ゴ
ル
フ
場
を
探

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
関
係
者
と
協

議
し
同
窓
会
主
催
行
事
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
は
盛
岡

市
内
に
位
置
す
る
盛
岡
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
に
決
定
し
、
そ
れ

か
ら
年
１
回
同
窓
会
主
催
行
事

と
し
て
の
大
会
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
よ
り
は
大
勢
の
参

加
者
よ
り
年
２
回
開
催
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、
春

と
秋
の
２
回
大
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
会
は
年
々
盛
大
に
な
り
順

調
に
推
移
し
、
平
成
28
年
９
月

に
は
第
30
回
記
念
大
会
を
開
催

し
益
々
参
加
者
も
増
え
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
元

年
９
月
13
日
に
開
催
し
た
第
36

回
大
会
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
た
め
令

和
２
年
、
３
年
と
中
止
に
追
い

込
ま
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
来
年
開
催
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

が
さ
ら
に
進
み
、
社
会
活
動
情

勢
が
落
ち
着
け
ば
と
希
望
を
抱

い
て
い
ま
す
。

　

次
回
開
催
は
第
37
回
石
桜
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
令
和
４
年
５
月

中
旬
に
八
幡
平
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
、
第
38
回
は
９
月
上
旬

に
盛
岡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

実
施
し
た
く
準
備
を
し
ま
す
の

で
、
来
年
こ
そ
は
と
大
勢
の
同

窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■ 

松
阪
英
孝
（
新
13
回
生
）
が

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
解
説
を

　

令
和
３
年
７
月
14
日
に
「
喫

茶
マ
マ
」（
盛
岡
・
本
町
通
り
）

で
開
催
さ
れ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
を

聞
く
会
、「
巴
里
祭
」
で
選
曲

と
曲
の
講
話
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
パ
リ
祭
、
雨
傘
、

サ
ン
・
ト
ワ
・
マ
ミ
ー
、
バ
ラ

色
の
人
生
、
オ
ー
・
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ゼ
な
ど
20
曲
近
く
の
曲
な
ら

び
に
歌
い
手
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

ま
た
曲
が
出
来
た
当
時
の
フ
ラ

ン
ス
の
社
会
情
勢
な
ど
非
常
に

薀
蓄
の
あ
る
お
話
で
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
約
２
時
間
近
く
の
素
晴
ら

し
い
夕
べ
で
、
来
年
も
是
非
ま

た
催
し
て
ほ
し
い
と
の
声
の
中

と
て
も
楽
し
い
会
で
し
た
。

で
同
窓
会
活
動
の
年
一
度
の
総

会
、
各
支
部
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
、

同
期
会
等
も
開
催
出
来
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

会
報
で
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

行
事
の
中
止
で
、
本
来
の
目
的

が
果
た
せ
な
い
こ
と
は
非
常
に

残
念
な
こ
と
で
す
。
幸
い
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
も
始
ま
り
、
多
く

の
人
々
に
行
き
渡
っ
て
先
の
見

通
し
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。

　

来
年
こ
そ
は
同
窓
会
活
動
も

活
発
に
な
り
、
会
報
内
容
も

も
っ
と
充
実
し
た
も
の
へ
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
諸
氏
は
石
桜
精
神
で

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
〝
頑
張
り
ま
し
ょ
う
〞

・
追
記

　

同
窓
会
報
の
題
字
は
?

　

題
字
の
揮
毫
は
当
時
同
窓
会

副
会
長
の
戸
嶋
正
夫
先
生
で
す
。

※
戸
嶋
正
夫　

旧
制
２
回
生
、

保
健
体
育
教
諭
（
昭
和
10
年
〜

昭
和
59
年
）

■
石
桜
同
窓
生
が
南
極
大
陸
へ

　

菊
池
健
生
（
新
61
回
生
）
は

現
在
岩
手
日
報
社
報
道
部
の
記

者
と
し
て
活
躍
中
で
す
が
、
第

63
次
南
極
地
域
観
測
隊
に
同
行

し
て
取
材
活
動
を
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
今
年
11
月
10

日
に
南
極
観
測
船
（
砕
氷
船
）

「
し
ら
せ
」
で
出
発
の
予
定
で
、

帰
国
は
翌
年
の
３
月
で
す
。

　

菊
池
記
者
は
年
内
に
到
着

し
、
帰
国
す
る
ま
で
夏
隊

（
２
０
２
１
・
11
〜
２
０
２
２
・

３
）
が
活
動
す
る
期
間
中
は
日

本
新
聞
協
会（
加
盟
１
２
８
社
）

の
代
表
と
し
て
取
材
活
動
を

し
、
共
同
通
信
の
協
力
で
全
国

の
新
聞
社
や
放
送
局
に
観
測
の

様
子
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
菊
池
君

の
極
寒
で
の
取
材
活
動
の
ご
健

闘
と
無
事
の
帰
国
を
祈
願
し
ま

し
ょ
う
。

南極大陸（国立極地研究所提供）

ショベルUH03

寄贈された本

■ 「
村
上
昭
夫
著
作
集
（
下
）」

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た

　

村
上
昭
夫
（
旧
制
15
回
生
）

は
同
窓
生
の
大
先
輩
で
す
。

　

23
才
で
結
核
を
発
病
し
て
41

才
で
他
界
し
た
が
、
生
涯
唯
一

の
詩
集
「
動
物
哀
歌
」（
１
９
６

７
年
）
で
土
井
晩
翠
賞
・
Ｈ
賞

を
受
賞
し
た
岩
手
中
学
校
出
身

の
詩
人
で
す
。
こ
の
度
「
村
上

昭
夫
著
作
集
」
が
岩
手
県
岩
泉

出
身
の
北
原
光
男
編
で
株
式
会

社
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
よ
り
出
版

さ
れ
ま
し
た
。

　

未
発
表
詩
95
編
と
日
本
初
の

英
訳
詩
（
ス
コ
ッ
ト
・
ワ
ト
ソ

ン
訳
）
37
編
が
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

未
発
表
の
詩
に
つ
い
て
詩
人

や
研
究
者
６
人
が
新
た
な
解
説

文
を
寄
せ
、
村
上
の
詩
世
界
に

踏
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
先
輩

の
偉
業
に
一
度
ふ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■ 

石
桜
同
窓
会
の
最
年
長
者　

大
先
輩　

久
保
澤 

稔
さ
ん

（
千
葉
県
柏
市
在
住
）

　

久
保
澤
稔
（
旧
制
10
回
生
）

さ
ん
は
今
年
９
月
７
日
に
満
99

歳
の
大
変
お
め
で
た
い
白
寿
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
数
え
年
で

は
１
０
０
才
で
す
が
、
学
校
卒

業
年
の
昭
和
15
年
３
月
15
日
に

日
立
製
作
所
に
入
社
し
、
途
中

招
集
令
状
が
届
き
昭
和
17
年
12

月
７
日
に
北
海
道
帯
広
に
て
入

隊
し
た
。
甲
種
幹
部
候
補
生
と

し
て
将
校
コ
ー
ス
に
進
み
、
職

業
軍
人
に
な
る
よ
う
隊
長
か
ら

勧
め
ら
れ
た
が
、
既
に
機
械
技

術
者
と
し
て
進
む
決
心
が
つ
い

て
い
た
の
で
断
り
、
終
戦
そ
し

て
復
員
の
際
は
、
迷
う
こ
と
な

く
元
の
職
場
に
戻
っ
た
。
定
年

ま
で
務
め
あ
げ
た
が
、
気
が
付

い
て
み
る
と
少
年
の
頃
、
望
ん

で
い
た
機
械
技
術
者
に
な
っ
て

い
た
。
し
か
も
、
最
も
独
創
力

を
要
求
さ
れ
る
開
発
設
計
部
門

で
仕
事
が
で
き
た
の
は
本
当
に

幸
せ
で
あ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。

　

日
立
建
機
で
設
計
課
長
時
代

に
開
発
設
計
に
携
わ
っ
た
「
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
Ｕ
Ｈ
Ｏ
３
」
が
平

成
30
年
に
「
未
来
技
術
遺
産
」

に
登
録
に
な
っ
た
。

※
未
来
技
術
遺
産
（
国
立
科
学

博
物
館
が
、
先
進
科
学
技
術
に

基
づ
き
開
発
さ
れ
て
、
未
来
に

残
す
べ
き
製
品
を
「
重
要
科
学

技
術
史
資
料
（
愛
称
：
未
来
技

術
遺
産
）」
と
し
て
登
録
制
度
）

　

こ
れ
に
携
っ
た
一
人
と
し
て

実
に
感
慨
深
い
気
持
ち
と
の
こ

と
。
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
75

才
に
地
元
千
葉
県
柏
市
に
あ
る

弓
道
場
に
入
門
し
再
び
弓
道
に

励
み
４
段
に
な
っ
た
。（
岩
手

中
学
校
時
代
、
13
才
の
と
き
弓

道
部
に
入
部
、５
年
生
で
初
段
）

　

つ
い
最
近
ま
で
道
場
に
通
い

「
己
に
勝
つ
者
を
怨
み
ず
、反
っ

て
こ
れ
を
、己
に
求
む
る
の
み
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
稽
古
を
し
て
い

た
。
弓
の
稽
古
は
、
自
分
の
体

調
を
如
何
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
か
に
あ
る
と
考
え
、
平
成
17

年
（
83
才
）
か
ら
平
成
30
年

（
96
才
）
の
稽
古
の
記
録
を
纏

め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
た
。

　

ま
た
、
趣
味
の
写
真
撮
影
、

特
に
岩
中
時
代
に
植
物
の
先
生

に
教
わ
っ
た
植
物
学
の
勉
強
を

少
し
深
め
る
た
め
野
草
の
姿
を

正
確
に
写
真
に
記
録
し
４
、

０
０
０
枚
程
集
め
盛
岡
市
立
図

書
館
に
寄
贈
し
た
。

　

平
成
４
年
５
月
に
は
同
図
書

館
に
岩
手
の
野
草
展
を
開
催

し
、
並
行
し
て
講
演
会
「
ス
ラ

イ
ド
で
見
る
高
山
植
物
」
の
講

師
を
務
め
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り

返
っ
た
自
分
史
的
な
記
録
「
△

を
見
て
○
を
知
る
」
を
後
輩
に

是
非
、
人
生
の
糧
と
し
て
頂
け

れ
ば
と
母
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

知
っ
て
い
ま
す
か

■ 

母
校
に
「
秩
父
宮
殿
下
台
臨

記
念
碑
」
が
あ
る
こ
と
を

　

同
窓
生
１
０
０
人
に
聞
き
ま

し
た
。
母
校
図
書
館
の
近
く
に

記
念
碑
が
あ
る
こ
と
を
と
問
え

ば
、
お
そ
ら
く
１
人
居
る
か
居

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

昭
和
10
年
11
月
７
日
、
秩
父

宮
殿
下
が
岩
手
中
学
校
の
学
校

教
練
を
視
察
す
る
た
め
、
大
沢

川
原
の
旧
校
舎
に
お
み
え
に

な
っ
た
こ
と
は
、
当
時
と
し
て

は
大
変
な
で
き
ご
と
で
あ
っ

た
。
昭
和
13
年
に
新
し
い
校
舎

が
完
成
し
た
際
に
も
、
殿
下
の

ご
休
憩
所
に
あ
て
ら
れ
た
一
室

を
、
そ
の
ま
ま
新
校
舎
の
一
部

と
し
て
移
転
し
た
ほ
ど
で
あ
っ

た
。

　

台
臨
の
20
日
後
に
開
か
れ
た

職
員
会
議
で
、
こ
の
台
臨
の
栄

誉
を
永
久
に
伝
え
残
す
目
的

で
、
記
念
碑
の
建
立
の
計
画
が

決
定
さ
れ
た
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、

職
員
１
人
１
円
20
銭
、生
徒（
６

回
生
か
ら
10
回
生
ま
で
）
60
銭

を
献
金
し
、
そ
の
合
計
金
額

２
５
０
円
余
り
を
基
金
と
し
て

石
碑
を
建
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

記
念
碑
の
碑
石
は
岩
手
山
麓

の
葛
根
田
川
流
域
か
ら
、
台
石

は
盛
岡
近
郊
鑪（
た
た
ら
）山
か

ら
で
、
そ
の
運
搬
は
職
員
、
生

徒
の
労
力
奉
仕
で
実
施
さ
れ
た
。

　

碑
文
は
「
鴻
恩
無
窮
（
こ
う

お
ん
む
き
ゅ
う
）」
の
四
文
字

と
し
、
三
田
理
事
長
と
懇
意
な

郷
土
出
身
の
偉
人
、
米
内
光
政

海
軍
大
将
（
当
時
、
後
に
総
理

大
臣
）
に
揮
毫
を
依
頼
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
新
校
舎
落
成
式

の
約
２
カ
月
後
、
昭
和
13
年
12

月
23
日
に
、
台
臨
記
念
碑
の
除

幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
現
在
の
、
旧
校
舎
正

門
門
柱
と
石
桜
図
書
館
の
間
に

建
っ
て
い
る
記
念
碑
の
由
来
で

す
。（
詳
細
は https://seki-

ou-ob.com
/2021/onkoch-

ishin/top.htm
l

 

を
参
照
）

図書館近くの記念碑
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